
時
間
半
。
屈
指
の
ア
マ
チ
ュ
ア
合
唱
団
、「
東

響
コ
ー
ラ
ス
」は
、
ド
イ
ツ
語
の
テ
キ
ス
ト

を
暗
譜
で
歌
っ
た
。
練
習
日
程
や
、
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
定
期
公
演
の
演
奏
時
間
に
は
現

実
に
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
伴
う
中
、総
力
を

挙
げ
た
２
回
の
《
マ
タ
イ
》上
演
は
快
挙
で

あ
り
、
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
の
交
響
曲
第

４
番
な
ど
の
名
演
を
残
し
て
き
た
ノ
ッ
ト
＝

東
響
の
公
演
と
な
れ
ば
い
や
お
う
な
し
に

期
待
も
高
ま
っ
た
。

　

だ
が
、
実
際
の
演
奏
に
は
、
聴
こ
え
て
く

る
は
ず
の
も
の
が
聴
こ
え
て
こ
な
い
も
ど
か

し
さ
が
残
っ
た
。
バ
ッ
ハ
は
、「
十
字
架
に

つ
け
ろ
」と
叫
ぶ
群
衆
の
狂
奔
に
人
間
の
闇

を
見
つ
め
て
い
る
。
弟
子
は
弟
子
で

イ
エ
ス
が
捕
縛
さ
れ
た
時
に
は
皆
逃

げ
去
り
、「
あ
な
た
も
一
緒
に
い
た
で

し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
れ
ば
、
３
回
も

否
定
す
る
ペ
ト
ロ
の
姿
に
バ
ッ
ハ
は

自
分
を
重
ね
、
人
間
の
弱
さ
を
見
る
。

同
時
に
ペ
ト
ロ
が
イ
エ
ス
を
思
い
出

し
て
激
し
く
泣
く
心
の
動
き
を
克
明

に
描
い
て
い
る
。

　

意
外
に
も
、
今
回
の
ノ
ッ
ト
の
指

揮
は
、
バ
ッ
ハ
の
音
楽
の
豊
か
な
ド

ラ
マ
性
を
描
く
起
伏
に
乏
し
く
、
受

難
の
物
語
に
沿
っ
て
会
衆
（
信
徒
）

が
思
い
を
確
か
め
、
信
仰
を
新
た
に

す
る
節
目
節
目
の
コ
ラ
ー
ル
（
讃
美

歌
）も
、等
し
並
み
に
聴
こ
え
て
し
ま

う
。
54
番
コ
ラ
ー
ル
「
お
お
、
主
の

御
顔
、
血
と
傷
に
覆
わ
れ
…
」が
、
本

東
京
都
交
響
楽
団
の
第
１
０
７
２
回
定
期

演
奏
会
（
10
月
１
日
、サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
）

は
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
作
曲
家
、オ
ウ
テ
ィ
・

タ
ル
キ
ア
イ
ネ
ン
の
２
０
２
３
年
の
作
品

《
極
北
の
真
珠
》と
、
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ

の
交
響
曲
第
11
番
《
１
９
０
５
年
》を
組
み

合
わ
せ
た
。
前
者
は
日
本
初
演
で
あ
り
、
世

界
初
演
者
で
も
あ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
指

揮
者
、
ヨ
ー
ン
・
ス
ト
ル
ゴ
ー
ズ
の
存
在
が

な
け
れ
ば
、
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
と
合
わ

せ
て
そ
の
音
楽
が
響
く
こ
と
は
な
か
っ
た
だ

ろ
う
。 

ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
生
ま
れ

23
年
初
演
の《
極
北
の
真
珠
》 

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
首
都
ヘ
ル
シ
ン
キ
や
音

楽
祭
の
開
か
れ
る
サ
ヴ
ォ
ン
リ
ン
ナ
、
バ
ル

ト
海
に
臨
む
ト
ゥ
ル
ク
を
訪
れ
た
こ
と
が

あ
る
。
だ
が
、
南
北
に
広
が
る
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
で
は
、
こ
れ
ら
の
ま
ち
は
南
に
位
置
す
る
。

タ
ル
キ
ア
イ
ネ
ン
が
生
ま
れ
た
の
は
、
北
方

の
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
地
方
ロ
ヴ
ァ
ニ
エ
ミ
。
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
古
里
を
掲
げ
て
活
動
し
て

い
る
所
で
、
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
は
オ
ー
ロ
ラ
の

名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　

曲
の
始
ま
り
は
、ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
の《
四

季
》「
冬
」を
連
想
さ
せ
た
。
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド

の
自
然
が
主
題
で
あ
る
こ
と
の
暗
喩
だ
ろ

う
。
キ
ツ
ツ
キ
の
ド
ラ
ミ
ン
グ
を
思
わ
せ
る

音
が
響
き
（
第
２
曲
「
ア
メ
ジ
ス
ト
」）、
ゲ

シ
ュ
ト
ッ
プ
フ
ト
奏
法
の
ホ
ル
ン
や
フ
ァ
ゴ

ッ
ト
、
大
太
鼓
の
深
々
と
し
た
音
が
表
す
の

は
夜
の
森
の
神
秘
だ
ろ
う
か
（
第
５
曲
「
シ

ロ
フ
ク
ロ
ウ
」）。
20
分
超
の
曲
は
全
体
が
自

然
へ
の
賛
美
で
あ
り
、
急
速
な
地
球
温
暖
化

に
よ
っ
て
そ
こ
に
も
破
壊
と
変
化
の
脅
威
が

押
し
寄
せ
て
い
る
こ
と
が
創
作
の
背
景
に

あ
る
。

　
「
室
内
管
弦
楽
の
た
め
の
協
奏
曲
」
と
い

う
副
題
の
通
り
、小
編
成
の
弦
楽
器
や
木
管

楽
器
の
ソ
ロ
が
活
躍
す
る
。
中
で
も
グ
ロ
ッ

ケ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ル
、
タ
ム
タ
ム
な
ど
11
種
類

の
楽
器
の
演
奏
を
一
人
で
こ
な
し
た
打
楽
器

奏
者
は
、
最
大
の
殊
勲
者
だ
っ
た
。
全
体
の

演
奏
に
耳
を
澄
ま
せ
、
ベ
ス
ト
の
質
と
音
量

で
音
を
繰
り
出
す
。
優
れ
た
打
楽
器
演
奏

の
要
件
が
よ
く
分
か
る
。

　
「
ハ
ロ
ー　

空
よ
」
と
題
さ
れ
た
第
７
曲

で
は
、
鐘
が
響
い
た
。
初
演
地
は
、
ロ
シ
ア

国
境
に
近
い
人
口
約
３
千
人
の
ラ
ッ
プ
ラ

ン
ド
の
町
、
サ
ッ
ラ
の
ル
タ
ー
派
教
会
。
聴

く
者
に
容
易
に
祈
り
を
想
い
起
こ
さ
せ
る
。

ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
、
ひ
い
て
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
大
地
の
自
然
や
安
ら
か
さ
が
保
た
れ
る

こ
と
へ
の
願
い
。
そ
こ
で
は
、
自
然
と
の
共

生
や
祈
り
と
同
時
に
、
破
壊
も
な
す
人
間

存
在
の
両
面
が
意
識
さ
れ
る
。
歴
史
を
調

べ
る
と
、
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
は
、
ナ
チ
ス
ド
イ

ツ
に
よ
っ
て
蹂
躙
さ
れ
、
ソ
連
と
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
戦
争
の
場
に
も
な
っ
た
こ
と
を
知
る
。

終
曲
で
回
帰
す
る
《
四
季
》の
「
冬
」を
思

わ
せ
る
規
則
的
な
律
動
は
、
不
安
や
悲
観
の

影
も
宿
す
。

ス
ト
ル
ゴ
ー
ズ
指
揮
都
響

シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
11
番
の
終
結

　

後
半
の
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
の
交
響
曲

第
11
番
は
、
題
名
の
通
り
、
１
９
０
５
年
に

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
起
き
た
「
血
の

日
曜
日
事
件
」
を
基
に
し
て
い
る
。「
宮
殿

広
場
」と
題
さ
れ
た
第
１
楽
章
は
、
凍
て
つ

く
冬
宮
を
描
く
よ
う
で
い
て
、
実
際
は
国
家

権
力
の
不
気
味
な
ま
で
の
力
を
表
す
。
皇

帝
を
「
お
っ
と
さ
ん
」と
呼
び
、
訴
え
れ
ば

慈
悲
深
く
聞
き
入
れ
ら
れ
る
と
信
じ
て
い

た
民
衆
の
願
い
は
、
軍
の
発
砲
に
よ
っ
て
無

残
に
打
ち
砕
か
れ
る
。

　

圧
殺
さ
れ
た
人
間
一
人
ひ
と
り
に
思
い
と

尊
厳
が
あ
る
。
そ
れ
は
労
働
歌
を
モ
チ
ー

フ
と
す
る
旋
律
で
表
さ
れ
る
。
痛
み
を
も
っ

て
思
い
起
こ
さ
れ
、
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て

よ
い
の
か
と
い
う
「
否
」の
思
い
を
聴
く
者

に
喚
起
す
る
。「
人
間
の
声
」
と
「
力
」
を

対
比
さ
せ
、
交
錯
さ
せ
る
の
は
、
シ
ョ
ス
タ

コ
ー
ヴ
ィ
チ
の
得
意
と
す
る
手
法
だ
。

　

終
楽
章
は
、「
警
鐘
」
の
副
題
を
持
つ
。

敵
が
攻
め
こ
ん
で
き
た
り
、
火
事
が
起
き
た

時
に
打
ち
鳴
ら
す
鐘
。
こ
の
日
の
ス
ト
ル
ゴ

ー
ズ
指
揮
都
響
の
演
奏
の
頂
点
は
、
終
結
の

鐘
の
恐
ろ
し
い
ほ
ど
の
実
在
感
だ
っ
た
。
猛

烈
な
ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
を
か
け
、
最
後
の
一

打
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
全
奏
が
終
始
し
て

も
、し
ば
ら
く
余
韻
を
残
し
た
。

　

目
の
前
に
あ
る
２
０
２
５
年
の
世
界
状

況
は
、
も
は
や
「
警
鐘
を
鳴
ら
す
」と
い
う

段
階
で
は
な
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
パ
レ
ス
チ

ナ
自
治
区
ガ
ザ
で
は
、
市
民
の
犠
牲
が
続
き
、

国
際
社
会
は
解
決
策
を
打
ち
出
せ
ず
に
い

る
。
鐘
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
告
発
す
る
鋭

く
、重
い
「
声
」の
よ
う
に
心
に
響
い
た
。

　

作
曲
が
着
手
さ
れ
た
１
９
５
６
年
、
ソ
連

軍
の
戦
車
は
ブ
ダ
ペ
ス
ト
に
入
り
、
改
革
を

文  

藤
盛
一
朗

自
然
賛
美
と
「
血
の
日
曜
日
事
件
」

　
　
祈
り
と
告
発
の
声
示
し
た
鐘
の
響
き

来
の
全
曲
の
頂
点
の
一
つ
と
し
て
感
じ
ら
れ

な
い
。

　

言
葉
の
一
つ
一
つ
を
大
切
に
し
、
聖
金
曜

日
の
礼
拝
そ
の
も
の
と
し
て
作
曲
さ
れ
た

原
曲
の
姿
と
、
２
千
席
の
大
ホ
ー
ル
で
大
き

な
合
唱
団
が
歌
い
、
大
型
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ

ン
も
響
く
演
奏
の
ス
ケ
ー
ル
の
調
整
が
十

分
で
な
か
っ
た
こ
と
に
原
因
の
一
つ
は
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
ゆ
っ
た
り
め
の
テ
ン
ポ
も
、

全
体
を
大
味
に
す
る
一
因
と
な
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
、
も
ち
ろ
ん
名
曲
中
の
名
曲

で
あ
る
。
全
身
全
霊
と
い
う
言
葉
が
ふ
さ

わ
し
い
東
響
を
は
じ
め
出
演
者
の
音
楽
へ

の
献
身
に
胸
を
打
た
れ
る
瞬
間
も
あ
っ
た
。

ペ
ト
ロ
の
否
認
の
場
面
の
後
、
歌
わ
れ
る
39

番
ア
リ
ア
「
憐
れ
み
た
ま
え
、
わ
が
神
よ
」。

ア
ン
ナ
・
ル
チ
ア
・
リ
ヒ
タ
ー
の
歌
唱
と
、

第
１
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
、
小
林
壱
成
の

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
、
ロ
短
調
の
旋
律
か
ら
再

生
の
希
望
を
た
ち
の
ぼ
ら
せ
た
。

42

弾
圧
し
た
。
こ
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
動
乱
を
シ
ョ

ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
が
意
識
し
て
い
た
か
ど
う

か
は
も
は
や
重
要
で
は
な
い
。
シ
ョ
ス
タ
コ

ー
ヴ
ィ
チ
の
音
楽
は
、
１
９
０
５
年
や
56
年

の
史
実
を
超
え
、
は
る
か
に
普
遍
的
な
力
を

も
っ
て
い
る
こ
と
を
こ
の
日
の
演
奏
は
証
し

し
た
よ
う
に
思
う
。 

ノ
ッ
ト
指
揮
東
響
は
《
マ
タ
イ
》

人
間
の
闇
見
つ
め
た
バ
ッ
ハ

　

東
京
交
響
楽
団
は
音
楽
監
督
の
ジ
ョ
ナ

サ
ン
・
ノ
ッ
ト
が
指
揮
す
る
９
月
定
期
で
、

バ
ッ
ハ
の
大
作
《
マ
タ
イ
受
難
曲
》
を
取
り

上
げ
た
。
カ
ッ
ト
な
し
、
休
憩
を
入
れ
て
３

「憐れみたまえ、わが神よ」を演奏するアンナ・ルチア・リヒターと
小林壱成　©N.Ikegami/TSO

ソロ演奏の多い《極北の真珠》の中でも、打楽器奏者が大活躍
©Rikimaru Hotta

都響を指揮し、フィンランドの現代曲《極北の真珠》とショスタコーヴィチの
交響曲第11番の秀演を聴かせたストルゴーズ　©Rikimaru Hotta

　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
定
期
公
演
は
、
未
知
の

世
界
に
聴
き
手
を
い
ざ
な
う
こ
と
が
あ
る
。

ノット指揮東響や東響コーラスによる《マタイ受難曲》
（9月28日、ミューザ川崎シンフォニーホール　©N.Ikegami/TSO）
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